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式

　
１
月
13
日
（
月
・
祝
）、
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
、
成
人
式
式
典
と
新
成
人
記
念
の
つ
ど

い
を
開
催
し
、
今
年
は
男
性
１
２
８
名
、
女
性

１
４
１
名
の
計
２
６
９
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
た
ち
は
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で

式
典
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
つ
ど
い
で
は
、

懐
か
し
い
友
人
た
ち
と
再
会
し
、
昔
を
振
り
返

り
歓
談
す
る
あ
ど
け
な
い
笑
顔
の
中
に
も
、
自

分
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
語
り
合
う
、

頼
も
し
い
姿
を
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
成
人
式
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
夢
や
希

望
に
向
か
い
歩
み
始
め
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３
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大磯町成人
新
成
人
記
念
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

�

土
佐

　陽
生

　
大
磯
町
で
こ
う
し
て
、
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
の
皆
様
、
暖
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
地
域
の

方
々
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
陰
で
、
今
こ
う
し

て
こ
の
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

度
は
私
た
ち
が
支
え
る
立
場
に
な
れ
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
嬉
し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、

と
き
に
は
辛
い
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
、
仲

間
と
過
ご
し
た
思
い
出
を
胸
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
無
邪
気
に
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
子

ど
も
が
、
今
こ
う
し
て
大
人
に
な
っ
た
こ
と

に
驚
き
つ
つ
、
友
人
の
成
長
し
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
平
成
が
終
わ
り
、
時

代
は
令
和
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
先
人
た
ち

の
紡
い
で
く
れ
た
歴
史
を
、
今
度
は
私
た
ち

の
手
で
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
生
き
て
い
く

こ
の
道
は
、
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
き
に
は
泥
だ
ら
け
に
転
び
な
が
ら
、

と
き
に
は
寄
り
道
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
疾
走
で
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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１
月
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
消

防
出
初
式
に
お
い
て
、
初
期
消
火
、

人
命
救
助
及
び
救
急
救
護
に
協
力
さ

れ
た
方
と
消
防
団
員
へ
表
彰
状
、
退

団
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
大
磯
町
長
表
彰

【
初
期
消
火
協
力
者
】

高
橋
　
孝

【
人
命
救
助
者
】

鈴
木
　
一
弘

【
救
急
救
護
者
】

森
山
　
泰
宏
　
　
　
金
木
　
伸
浩

有
坂
　
富
昭
　
　
　
有
坂
　
美
南

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
団
体
）

他
、
匿
名
希
望
者
１
名

消
防
活
動
協
力
者
・
消
防
団
員
表
彰

▼
神
奈
川
県
消
防
協
会

　
　
　
　
　
　
　
湘
南
支
部
長
表
彰

【
優
良
消
防
団
員
】

第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
田
中
　
剛

第
２
分
団
　
部
長
　
富
沢
　
一
宏

第
８
分
団
　
部
長
　
原
田
　
健

第
12
分
団
　
部
長
　
小
澤
　
誠

第
12
分
団
　
部
長
　
飯
山
　
匠

▼
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状

【
勤
続
５
年
以
上
で
の
退
団
者
】

元
第
２
分
団
　
班
長
　
長
岡
　
正
徳

元
第
３
分
団
　
団
員
　
林
　
亮
平

元
第
８
分
団
　
団
員
　
小
早
川
　
充

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

問
選
挙
管
理
委
員
会
　

　
☎
内
線
２
２
８

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
表
彰（
教
育
功
労
者
表
彰
）を
受
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
多
年
に
わ
た
り
町
の
社
会
教
育
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

稲
葉
和
也
さ
ん
（
元
町
文
化
財
専
門

委
員
会
委
員
長
）、
黒
川
鍾
信
さ
ん

（
前
町
図
書
館
協
議
会
委
員
長
）、
葊

瀬
利
郎
さ
ん
（
元
町
社
会
教
育
委
員

会
議
議
長
）
が
、
神
奈
川
県
教
育
委

員
会
表
彰
（
教
育
功
労
者
表
彰
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

稲葉　和也

葊瀬　利郎

黒川　鍾信

大澤　曉空（新任）

▼
補
充
員

・
小
島
　
義
明
　
　
・
永
嶌
　
和
江

・
上
野
　
浩
司
　
　
・
石
井
　
詠
子

　
前
委
員
・
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
昨
年
12
月
の
議
会
で
新
た
に
委

員
４
名
と
補
充
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
12
月
23
日

か
ら
令
和
５
年
12
月
22
日
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
や
選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。（
敬
称
略
）

委員長
播磨　満

委員
若林　和貴男

委員長職務代理者
渡邉　直樹

委員
簑島　亨

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選

　新
委
員
・
補
充
員
決
定

　
任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
12
月
31
日
で
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
な
ど

の
た
め
、
日
々
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。（
敬
称
略
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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▼
定
員
　
40
名

▼
講
師
　
澤
村
　
直
樹
氏
（
ア
ク
テ 

ィ
ヴ
リ
ッ
ス
ン
代
表
）

※
３
月
26
日
（
木
）
13
時
～
　
続
編

も
開
催
し
ま
す
！

問
・
申
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課  

　
☎
内
線
３
１
０

　
大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
国

府
小
学
校
へ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
２

小
学
校
に

　サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
寄
贈

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
表
彰

　
傾
聴
と
は
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と

に
耳
だ
け
で
な
く
心
を
傾
け
て
聴
く

こ
と
で
す
が
、
自
分
を
表
現
し
な
が

ら
相
手
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た

め
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
家
庭
や

職
場
で
も
生
か
せ
る
講
座
で
す
。

▼
と
き
　
３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
研
修
室

▼
費
用
　
無
料

こ
こ
ち
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
健
康
を
作
る
！

「
傾
聴
と
心
の
健
康
」

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
国

税
庁
主
催
の
『
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」』
で
次
の
方
が
入
賞

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
応
募
総
数
は
５
７
８
，

２
０
４
編
、
う
ち
、
町
内
の
中
学
校

か
ら
は
71
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
神
奈
川
県
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
瀬
尾
　
遥
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
長
賞

　
　
　
　
田
邉
　
健
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
湯
口
　
梢
枝
（
大
磯
中
）

問
税
務
課
　
☎
内
線
２
６
４

　
町
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た

想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
　

　
こ
の
訓
練
は
、
近
隣
市
町
消
防
機

関
、
医
療
機
関
及
び
警
察
な
ど
数
多

く
の
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
行

い
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
27
日
（
木
）

　
９
時
30
分
～
正
午

　
※
雨
天
決
行
・
荒
天
時
中
止

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

※
こ
の
訓
練
に
伴
い
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

多
数
傷
病
者
対
応
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る「
成
人
式
」

を
１
月
13
日
（
月
・
祝
）
に
大
磯
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
２
６
９
名
が
新
成
人
と
な
り
、

２
０
５
名
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
が
新
成
人
を
祝
い

ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
元
号
が『
平
成
』か
ら『
令
和
』

に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目
と
な

る
年
に
、
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
眩
し
く
、「
新
た

な
時
代
」
に
向
け
て
一
人
前
の
大
人
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
日
本
の
将
来
を
担
っ

て
い
く
の
だ
と
思
う
と
、
頼
も
し
く
も
感
じ

ま
し
た
。

　
美
し
い
自
然
と
由
緒
あ
る
歴
史
、
文
化
に

恵
ま
れ
た
大
磯
町
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
手
を
取
り
合
い
、
自

ら
が
新
し
い
時
代
の
大
磯
町
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
ん
な
大
磯
町
を
誇
り

に
思
い
な
が
ら
、
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
良
い
大

磯
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た

�走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
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走走走走走る走走走
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消
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・
石
井
　
詠
子

　
前
委
員
・
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
昨
年
12
月
の
議
会
で
新
た
に
委

員
４
名
と
補
充
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
12
月
23
日

か
ら
令
和
５
年
12
月
22
日
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
や
選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。（
敬
称
略
）

委員長
播磨　満

委員
若林　和貴男

委員長職務代理者
渡邉　直樹

委員
簑島　亨

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選
　新
委
員
・
補
充
員
決
定

　
任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
12
月
31
日
で
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
な
ど

の
た
め
、
日
々
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。（
敬
称
略
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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▼
定
員
　
40
名

▼
講
師
　
澤
村
　
直
樹
氏
（
ア
ク
テ 

ィ
ヴ
リ
ッ
ス
ン
代
表
）

※
３
月
26
日
（
木
）
13
時
～
　
続
編

も
開
催
し
ま
す
！

問
・
申
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課  

　
☎
内
線
３
１
０

　
大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
国

府
小
学
校
へ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
２

小
学
校
に

　サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
寄
贈

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
表
彰

　
傾
聴
と
は
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と

に
耳
だ
け
で
な
く
心
を
傾
け
て
聴
く

こ
と
で
す
が
、
自
分
を
表
現
し
な
が

ら
相
手
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た

め
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
家
庭
や

職
場
で
も
生
か
せ
る
講
座
で
す
。

▼
と
き
　
３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
研
修
室

▼
費
用
　
無
料

こ
こ
ち
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
健
康
を
作
る
！

「
傾
聴
と
心
の
健
康
」

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
国

税
庁
主
催
の
『
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」』
で
次
の
方
が
入
賞

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
応
募
総
数
は
５
７
８
，

２
０
４
編
、
う
ち
、
町
内
の
中
学
校

か
ら
は
71
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
神
奈
川
県
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
瀬
尾
　
遥
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
長
賞

　
　
　
　
田
邉
　
健
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
湯
口
　
梢
枝
（
大
磯
中
）

問
税
務
課
　
☎
内
線
２
６
４

　
町
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た

想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
　

　
こ
の
訓
練
は
、
近
隣
市
町
消
防
機

関
、
医
療
機
関
及
び
警
察
な
ど
数
多

く
の
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
行

い
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
27
日
（
木
）

　
９
時
30
分
～
正
午

　
※
雨
天
決
行
・
荒
天
時
中
止

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

※
こ
の
訓
練
に
伴
い
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

多
数
傷
病
者
対
応
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る「
成
人
式
」

を
１
月
13
日
（
月
・
祝
）
に
大
磯
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
２
６
９
名
が
新
成
人
と
な
り
、

２
０
５
名
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
が
新
成
人
を
祝
い

ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
元
号
が『
平
成
』か
ら『
令
和
』

に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目
と
な

る
年
に
、
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
眩
し
く
、「
新
た

な
時
代
」
に
向
け
て
一
人
前
の
大
人
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
日
本
の
将
来
を
担
っ

て
い
く
の
だ
と
思
う
と
、
頼
も
し
く
も
感
じ

ま
し
た
。

　
美
し
い
自
然
と
由
緒
あ
る
歴
史
、
文
化
に

恵
ま
れ
た
大
磯
町
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
手
を
取
り
合
い
、
自

ら
が
新
し
い
時
代
の
大
磯
町
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
ん
な
大
磯
町
を
誇
り

に
思
い
な
が
ら
、
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
良
い
大

磯
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た

�走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走
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町
県
申
告
書
の
送
付

　
前
年
の
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
し
た
。
窓
口
配
布
に

つ
い
て
も
同
時
期
で
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
確
定
申
告

　
年
金
・
給
与
収
入
の
み
の
簡
易
な

確
定
申
告
（
申
告
書
Ａ
）

※
右
記
載
以
外
の
確
定
申
告
の
相

談
・
申
告
は
、
税
務
署
が
開
設
す
る

会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
持
ち
物
は
、
町
県
民
税
申
告
と
同

様
で
す
が
、
本
人
確
認
書
類
は
、
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
場
合
は
、

申
告
者
名
義
の
振
込
先
が
分
か
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
金
の
源
泉
徴
収
税
額
に
は
、
生

命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
寡
婦

（
夫
）控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
各
種

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
確
定
申
告
、

確
定
申
告
が
不
要
の
方
は
、
町
県
民

税
申
告
が
必
要
で
す
。

問
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
平
塚
税
務
署
　
☎（
22
）１
４
０
０

　
町
県
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
３

町
の
申
告
受
付
に
つ
い
て

▼
期
間
　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月

16
日
（
月
）

土
曜
、
休
日
の
閉
庁
日
を
除
く
。

▼
場
所
　
役
場
４
階
第
１
会
議
室

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
11
時
45
分
、

13
時
～
16
時

　
町
県
民
税
申
告

　
申
告
書
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
が
な
い
場
合
は
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
申
告
書
（
町
会
場
に
て
配
布
有
）

○
印
鑑

○
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
証
明
書

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
合

計
額
を
計
算
し
、
明
細
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、
広
報
１

月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

○
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
・
身
元
確
認

書
類
）。
写
し
の
添
付
で
も
可
。

※
代
理
・
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、

本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

　
　・
医
療
費
控
除
等
の
申
告
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　・
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
控
除
以
外
の
各
控
除
が
あ
る
場
合
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

注意事項
はい いいえわたしは申告が必要ですか

令和元年中に課税対象と
なる収入があった

あなたの収入の種類は？

令和元年中に勤務先を退職した

給与以外に収入があった

源泉徴収されている
金額がある

町県民税の申告が必要

勤務先で年末調整して、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている（勤務
先の給与担当者に確認してください）

源泉徴収されていて、医療費控除・寄附
金控除・住宅借入金等特別控除・雑損控
除等を受ける

（所得金額の合計）－（各種控除の合計額）で残額がある

再就職して前職分を含め、
年末調整をした

給与所得
雑（年金）所得
（公的年金等の収入金額が400万円以下
で、かつ、その他の所得が20万円以下の
場合は確定申告書の提出は不要）

（令和２年１月１日に住んでい
た市区町村で申告）

町県民税の申告が必要

※1   確定申告により、還付を受
けられる場合あり

※2   確定申告が必要になる場合
あり

不動産所得、事業所得など 申告不要

町内に住む人の税法上の
扶養親族となっている

※1

※2

スタート

確定申告が必要申告不要
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学
）。
児
童
文
化
研
究
者
。
作
品
は
「
お

は
な
し
の
ほ
ん
」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」「
か

ら
だ
の
ほ
ん
」
各
シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、『
と

こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
』『
う
つ
く
し
い
絵
』『
伝

承
遊
び
考
』
等
多
数
。
２
０
０
８
年
菊
池

寛
賞
・
２
０
１
８
年
巌
谷
小
波
文
芸
賞
な

ど
多
数
受
賞
。 

▼�

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
み
　
２
月
７
日（
金
）か
ら
電
話
ま

た
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

　（
先
着
３
名
の
託
児
あ
り
。
要
相
談
）

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法
　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10
日
以

内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
雑
誌
の
内
容
　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

児
童
文
学
講
演
会

『
か
こ
さ
と
し
　創
作
の
原
点
』

鈴
木

　万
里
氏

　『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
』

『
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
』
な
ど
の
絵

本
で
お
な
じ
み
の
か
こ
さ
と
し
さ
ん
は
、

６
０
０
冊
以
上
の
作
品
を
世
に
生
み
出
し
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
一
昨
年

旅
立
た
れ
ま
し
た
。
か

こ
さ
ん
の
ご
長
女
が
、

創
作
の
原
点
と
作
品
に

込
め
ら
れ
た
背
景
や
思

い
を
伝
え
ま
す
。

▼�

と
き
　
３
月
７
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会
議
室

▼�

講
師
　
鈴
木
　
万
里
氏
（
加
古
総
合
研

究
所
取
締
役
）
２
０
０
３
年
か
ら
加
古

総
合
研
究
所
に
勤
務
し
、
父
の
創
作
活

動
を
支
え
る
。
現
在
は
父
の
作
品
の
著

作
権
管
理
の
ほ
か
、
遺
志
を
継
い
で
講

演
・
展
覧
会
等
で
精
力
的
に
全
国
を
回

り
活
動
し
て
い
る
。

《
か
こ
さ
と
し
》

１
９
２
６
年
福

井
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学

部
応
用
化
学
科

卒
業
。
工
学
博

士
。技
術
士（
化 

し
ょ
う
か
。
助
役
の
目
を
通
し
て
見
る
大

磯
の
様
子
は
、
私
た
ち
に
別
荘
地
大
磯
の

新
た
な
側
面
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
か
ら
約
百
年
前
に
大
磯
で
ま
さ
に
起

き
た
出
来
事
を
、
ナ
マ
の
資
料
か
ら
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

資
料
館
資
料
18

　「大
磯
町
助
役
日
誌
」
を

刊
行
し
ま
し
た
　

　「
大
磯
町
助
役
日
誌
」
の
解
読
文
を
史

料
集
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料

館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
歴
史
講
座
と
併

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

旧
吉
田
茂
邸
内
解
説

　
２
月
は
８
日
（
土
）・
22
日
（
土
）
に
、

邸
内
解
説
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
会
期
中

の
「
吉
田
茂
　
暮
ら
し
展
」
の
内
容
も
含

め
、
吉
田
の
暮
ら
し
の
う
ち
「
衣
」
に
焦

点
を
あ
て
て
解
説
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
14
時
に
旧
吉
田
茂
邸
受
付
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
館
は
、
有
料
で
す
。

歴
史
講
座

「
大
磯
町
助
役
日
誌
を
読
む

―
よ
み
が
え
る
百
年
前
の
大
磯
―
」

　
郷
土
資
料
館
が
主
催
し
て
い
る
古
文
書

解
読
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
正
時
代
に
当
時
の

大
磯
町
の
助
役
（
現
在
の
副
町
長
）
が
書

い
た
日
誌
を
解
読
し
て
い
ま
す
。
解
読
の

成
果
の
一
部
を
、
歴
史
講
座
と
し
て
発
表

し
ま
す
。

▼
内
容

　
助
役
の
日
誌
の
う
ち
、
大
正
４
年
10
月

か
ら
大
正
５
年
12
月
の
約
一
年
間
に
書
か

れ
た
部
分
を
、
当
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま

え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。
発
表
者
は
、
富

田
三
紗
子
（
郷
土
資
料
館
学
芸
員
）・
古

文
書
解
読
ク
ラ
ブ
会
員
で
す
。

▼�

と
き
　
２
月
16
日
（
日
）14

時
～
16
時
頃

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

定
員
　
30
名
（
申
込
み
不
要
、先
着
順
）

◎
大
正
時
代
の
大
磯

　
大
物
政
治
家
た
ち
が
別
荘
を
構
え
、
海

水
浴
場
を
目
当
て
に
東
京
か
ら
多
く
の
富

裕
層
が
遊
び
に
来
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
大
磯
。
大
正
時
代
に
な
る
と

そ
の
好
況
は
、
や
や
落
ち
着
い
て
い
ま
し

た
。

　
世
界
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
真
っ
只
中
、

町
の
大
き
な
課
題
は
中
郡
役
所
の
移
転
問

題
、
そ
の
よ
う
な
中
、
新
任
の
助
役
は
ど

の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
で

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　2／3・6・10・17・25
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　2／１・3・10・17・25

いそまる読書会
藤 まる

『時給三〇〇円の死神』

２月28日（金）
　10:00～12:00
10人（申込順）
200円
本館２階小会議室
・ NPO法人大きなおうち
☎（61）3805　遠藤

ご
協
力
あ
り
が
と
う

▲日誌の原文は、くずし字です

撮
影
：
加
古
総
合
研
究
所
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町
県
申
告
書
の
送
付

　
前
年
の
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
し
た
。
窓
口
配
布
に

つ
い
て
も
同
時
期
で
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
確
定
申
告

　
年
金
・
給
与
収
入
の
み
の
簡
易
な

確
定
申
告
（
申
告
書
Ａ
）

※
右
記
載
以
外
の
確
定
申
告
の
相

談
・
申
告
は
、
税
務
署
が
開
設
す
る

会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
持
ち
物
は
、
町
県
民
税
申
告
と
同

様
で
す
が
、
本
人
確
認
書
類
は
、
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
場
合
は
、

申
告
者
名
義
の
振
込
先
が
分
か
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
金
の
源
泉
徴
収
税
額
に
は
、
生

命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
寡
婦

（
夫
）控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
各
種

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
確
定
申
告
、

確
定
申
告
が
不
要
の
方
は
、
町
県
民

税
申
告
が
必
要
で
す
。

問
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
平
塚
税
務
署
　
☎（
22
）１
４
０
０

　
町
県
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
３

町
の
申
告
受
付
に
つ
い
て

▼
期
間
　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月

16
日
（
月
）

土
曜
、
休
日
の
閉
庁
日
を
除
く
。

▼
場
所
　
役
場
４
階
第
１
会
議
室

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
11
時
45
分
、

13
時
～
16
時

　
町
県
民
税
申
告

　
申
告
書
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
が
な
い
場
合
は
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
申
告
書
（
町
会
場
に
て
配
布
有
）

○
印
鑑

○
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
証
明
書

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
合

計
額
を
計
算
し
、
明
細
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、
広
報
１

月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

○
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
・
身
元
確
認

書
類
）。
写
し
の
添
付
で
も
可
。

※
代
理
・
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、

本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

　
　・
医
療
費
控
除
等
の
申
告
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　・
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
控
除
以
外
の
各
控
除
が
あ
る
場
合
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

注意事項
はい いいえわたしは申告が必要ですか

令和元年中に課税対象と
なる収入があった

あなたの収入の種類は？

令和元年中に勤務先を退職した

給与以外に収入があった

源泉徴収されている
金額がある

町県民税の申告が必要

勤務先で年末調整して、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている（勤務
先の給与担当者に確認してください）

源泉徴収されていて、医療費控除・寄附
金控除・住宅借入金等特別控除・雑損控
除等を受ける

（所得金額の合計）－（各種控除の合計額）で残額がある

再就職して前職分を含め、
年末調整をした

給与所得
雑（年金）所得
（公的年金等の収入金額が400万円以下
で、かつ、その他の所得が20万円以下の
場合は確定申告書の提出は不要）

（令和２年１月１日に住んでい
た市区町村で申告）

町県民税の申告が必要

※1   確定申告により、還付を受
けられる場合あり

※2   確定申告が必要になる場合
あり

不動産所得、事業所得など 申告不要

町内に住む人の税法上の
扶養親族となっている

※1

※2

スタート

確定申告が必要申告不要
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学
）。
児
童
文
化
研
究
者
。
作
品
は
「
お

は
な
し
の
ほ
ん
」「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」「
か

ら
だ
の
ほ
ん
」
各
シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、『
と

こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
』『
う
つ
く
し
い
絵
』『
伝

承
遊
び
考
』
等
多
数
。
２
０
０
８
年
菊
池

寛
賞
・
２
０
１
８
年
巌
谷
小
波
文
芸
賞
な

ど
多
数
受
賞
。 

▼�

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
み
　
２
月
７
日（
金
）か
ら
電
話
ま

た
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

　（
先
着
３
名
の
託
児
あ
り
。
要
相
談
）

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�
対
象
　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法
　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10
日
以

内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
雑
誌
の
内
容
　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

児
童
文
学
講
演
会

『
か
こ
さ
と
し

　創
作
の
原
点
』

鈴
木

　万
里
氏

　『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
』

『
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
』
な
ど
の
絵

本
で
お
な
じ
み
の
か
こ
さ
と
し
さ
ん
は
、

６
０
０
冊
以
上
の
作
品
を
世
に
生
み
出
し
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
一
昨
年

旅
立
た
れ
ま
し
た
。
か

こ
さ
ん
の
ご
長
女
が
、

創
作
の
原
点
と
作
品
に

込
め
ら
れ
た
背
景
や
思

い
を
伝
え
ま
す
。

▼�

と
き
　
３
月
７
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会
議
室

▼�

講
師
　
鈴
木
　
万
里
氏
（
加
古
総
合
研

究
所
取
締
役
）
２
０
０
３
年
か
ら
加
古

総
合
研
究
所
に
勤
務
し
、
父
の
創
作
活

動
を
支
え
る
。
現
在
は
父
の
作
品
の
著

作
権
管
理
の
ほ
か
、
遺
志
を
継
い
で
講

演
・
展
覧
会
等
で
精
力
的
に
全
国
を
回

り
活
動
し
て
い
る
。

《
か
こ
さ
と
し
》

１
９
２
６
年
福

井
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学

部
応
用
化
学
科

卒
業
。
工
学
博

士
。技
術
士（
化 

し
ょ
う
か
。
助
役
の
目
を
通
し
て
見
る
大

磯
の
様
子
は
、
私
た
ち
に
別
荘
地
大
磯
の

新
た
な
側
面
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
か
ら
約
百
年
前
に
大
磯
で
ま
さ
に
起

き
た
出
来
事
を
、
ナ
マ
の
資
料
か
ら
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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　「大
磯
町
助
役
日
誌
」
を

刊
行
し
ま
し
た
　

　「
大
磯
町
助
役
日
誌
」
の
解
読
文
を
史

料
集
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料

館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
歴
史
講
座
と
併

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

旧
吉
田
茂
邸
内
解
説

　
２
月
は
８
日
（
土
）・
22
日
（
土
）
に
、

邸
内
解
説
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
会
期
中

の
「
吉
田
茂
　
暮
ら
し
展
」
の
内
容
も
含

め
、
吉
田
の
暮
ら
し
の
う
ち
「
衣
」
に
焦

点
を
あ
て
て
解
説
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
14
時
に
旧
吉
田
茂
邸
受
付
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
館
は
、
有
料
で
す
。

歴
史
講
座

「
大
磯
町
助
役
日
誌
を
読
む

―
よ
み
が
え
る
百
年
前
の
大
磯
―
」

　
郷
土
資
料
館
が
主
催
し
て
い
る
古
文
書

解
読
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
正
時
代
に
当
時
の

大
磯
町
の
助
役
（
現
在
の
副
町
長
）
が
書

い
た
日
誌
を
解
読
し
て
い
ま
す
。
解
読
の

成
果
の
一
部
を
、
歴
史
講
座
と
し
て
発
表

し
ま
す
。

▼
内
容

　
助
役
の
日
誌
の
う
ち
、
大
正
４
年
10
月

か
ら
大
正
５
年
12
月
の
約
一
年
間
に
書
か

れ
た
部
分
を
、
当
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま

え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。
発
表
者
は
、
富

田
三
紗
子
（
郷
土
資
料
館
学
芸
員
）・
古

文
書
解
読
ク
ラ
ブ
会
員
で
す
。

▼�

と
き
　
２
月
16
日
（
日
）14

時
～
16
時
頃

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

定
員
　
30
名
（
申
込
み
不
要
、先
着
順
）

◎
大
正
時
代
の
大
磯

　
大
物
政
治
家
た
ち
が
別
荘
を
構
え
、
海

水
浴
場
を
目
当
て
に
東
京
か
ら
多
く
の
富

裕
層
が
遊
び
に
来
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
大
磯
。
大
正
時
代
に
な
る
と

そ
の
好
況
は
、
や
や
落
ち
着
い
て
い
ま
し

た
。

　
世
界
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
真
っ
只
中
、

町
の
大
き
な
課
題
は
中
郡
役
所
の
移
転
問

題
、
そ
の
よ
う
な
中
、
新
任
の
助
役
は
ど

の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
で

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　2／3・6・10・17・25
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　2／１・3・10・17・25

いそまる読書会
藤 まる

『時給三〇〇円の死神』

２月28日（金）
　10:00～12:00
10人（申込順）
200円
本館２階小会議室
・ NPO法人大きなおうち
☎（61）3805　遠藤

ご
協
力
あ
り
が
と
う

▲日誌の原文は、くずし字です

撮
影
：
加
古
総
合
研
究
所
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総
合
計
画
と
は
、
長
期
的
な
展
望

の
も
と
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
の
姿
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
諸
施
策
の
指
針
を
定
め
た
「
町
の

最
上
位
計
画
」
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
10
年
以
上
先
の
長

い
期
間
を
見
通
し
た
長
期
的
な
計
画

で
す
。
大
磯
町
で
は
、
昭
和
48
年
に

最
初
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て
以
降
、

四
次
に
わ
た
り
、
総
合
計
画
を
策
定

し
て
き
ま
し
た
。

◇
第
五
次
総
合
計
画
策
定
へ

　
平
成
18
年
度
に
15
年
間
の
計
画
期

間
と
し
て
策
定
し
た
「
第
四
次
総
合

計
画
」
が
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。

　
今
後
、
全
国
的
に
急
速
に
進
行
す

る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
そ
れ

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障
費

の
増
大
に
よ
る
財
政
の
悪
化
な
ど
、

町
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
下
に
置

か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
町
政
に
求
め
ら
れ
る
課

題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応

し
、
誰
も
が
豊
か
で
満
足
で
き
る
生

活
を
実
現
す
る
た
め
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
と
と
も
に
、
総
合
的
・
計

画
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め

に
、
新
た
な
計
画
と
な
る
「
第
五
次

総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
は
、
当
初

の
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の
三
層
構

成
に
よ
る
計
画
体
系
と
し
て
い
ま
す
。

第
五
次
総
合
計
画
で
も
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
構
成
と
す
る
こ
と
で
、
前
計

画
か
ら
の
施
策
の
継
続
性
や
変
更
点

な
ど
を
抽
出
し
や
す
く
し
ま
す
。

◇
基
本
構
想

　
基
本
構
想
と
は
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
総
合
計
画
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
計
画
期
間
内
に
お
け

る
「
町
政
運
営
の
基
本
方
針
」
と
な

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
、「
大
磯
町
総

合
計
画
策
定
条
例
」
に
よ
り
、
町
議

会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
基
本
計
画

　
基
本
計
画
と
は
、
基
本
構
想
で
定

め
た
施
策
の
大
綱
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
的
な
施
策
（
部
門
別
計
画
）

を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
す
計
画
で

す
。
現
在
の
課
題
、
ま
た
将
来
直
面

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
課
題
に
対

し
て
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
計

画
期
間
内
に
重
点
的
・
組
織
横
断
的

に
取
り
組
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
と
、
具
体
的
な
事
業
を
「
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
示
し
ま
す
。

◇
実
施
計
画

　
実
施
計
画
と
は
、
基
本
計
画
に
示

し
た
基
本
的
な
施
策
（
部
門
別
計

画
）
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、

必
要
と
な
る
経
費
や
優
先
順
位
を
勘

案
し
て
、
各
年
度
に
具
体
的
に
実
施

す
る
内
容
を
定
め
た
計
画
で
す
。
こ

の
実
施
計
画
を
予
算
編
成
の
指
針
と

し
て
、
計
画
の
実
効
性
を
高
め
ま
す
。

　
今
後
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
の
各
段
階
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

詳
細
は
次
号
以
降
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
５

大
磯
町
第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手

～
10
年
後
の
大
磯
町
を
考
え
よ
う
～

総合計画の３層構成

まちづくりの基本理念であり、めざすべ
き将来像及びこれを達成するための基本
目標や施策の大綱を示します。

基本構想を具体化し実現するための施
策の基本的な方向を総合的かつ体系的
に示します。

基本計画で示される施策を実現す
るための具体的な事業を示します。③実施計画③実施計画

①基本構想①基本構想

②基本計画②基本計画

運
動・栄
養・交
流
で
フ
レ
イ
ル
予
防

　
今
話
題
の
「
フ
レ
イ
ル
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
フ
レ
イ
ル
は
、
高
齢

者
の
健
康
と
要
介
護
の
間
の
「
虚
弱

の
状
態
」
を
指
し
ま
す
。
年
齢
と
と

も
に
あ
る
程
度
の
身
体
の
衰
え
は
自

然
な
こ
と
で
す
が
、
①
運
動
不
足
、

②
栄
養
不
足
（
お
口
の
機
能
低
下

も
）、
③
周
囲
か
ら
の
刺
激
（
交
流
）

が
低
下
す
る
と
、
急
速
に
心
身
と
も

に
衰
え
ま
す
。
不
活
発
な
日
常
が
フ

レ
イ
ル
を
呼
び
寄
せ
ま
す
が
、
心
掛

け
次
第
で
予
防
・
改
善
が
で
き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
生
活
と
は
…

　
私
の
母
は
３
姉
妹
（
長
女
83
、
次

女
75
、
三
女
71
歳
）
で
す
。
先
日
こ

の
３
姉
妹
と
私
が
知
り
合
い
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
掛
け
た
時
の
話
で
す
。
　

　
三
女
が
、「
最
近
、姉
さ
ん
（
長
女
）

と
一
緒
に
歩
く
と
、
私
た
ち
の
歩
く

速
さ
に
つ
い
て
こ
ら
れ
な
く
な
っ
た

の
よ
」
と
。
確
か
に
一
緒
に
歩
く
と

間
が
空
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
話
す

三
女
は
、
膝
の
手
術
を
予
定
し
て
お

り
、
主
治
医
か
ら
減
量
を
指
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
も
っ
と
早
い
う
ち
か

ら
夫
と
一
緒
に
ジ
ム
に
通
っ
て
、
体

重
を
減
ら
し
て
筋
肉
を
つ
け
て
お
け

ば
良
か
っ
た
わ
」
と
。
次
女
（
母
）

も
人
工
股
関
節
の
入
替
え
の
時
期
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
足
腰
の
問
題
は
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
の
生
活
ぶ
り
で
す
。

　
長
女
は
料
理
が
大
好
き
で
、
何
で

も
自
分
で
し
ま
す
。
旅
行
や
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
回
も
迎
え
の
車
を
待
つ
間
に
、
出

掛
け
る
格
好
の
ま
ま
、
庭
の
草
む
し

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
次
女
は
、
週

２
回
２
時
間
程
度
の
仕
事
、
デ
イ
サ 

ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
股
関
節

症
の
体
操
の
会
と
、
台
所
に
あ
る
カ

レ
ン
ダ
ー
に
は
予
定
が
び
っ
し
り
。

三
女
は
、
今
も
現
役
の
保
育
士
で
す
。

　
さ
て
、
出
掛
け
た
先
で
食
事
を
し

ま
し
た
。
３
人
と
も
あ
れ
も
こ
れ
も

美
味
し
そ
う
と
、
な
か
な
か
メ
ニ
ュ 

ー
が
決
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
話

題
が
食
べ
る
こ
と
に
…
。「
姉
さ
ん

（
長
女
）
は
全
部
自
分
の
歯
な
の
？
」

「
１
本
だ
け
差
し
歯
よ
。
や
っ
ぱ
り
、

自
分
の
歯
が
一
番
よ
」
と
意
見
が
一

致
し
て
話
は
即
終
了
。
３
人
は
よ
く

食
べ
、
よ
く
話
し
（
時
折
、
話
が
か

み
合
わ
ず
、
か
み
合
っ
て
い
な
い
こ

と
を
笑
い
楽
し
ん
で
い
る
…
）、
陽

気
な
姉
妹
で
す
。
そ
の
様
子
を
見
な

が
ら
、
各
々
身
体
の
都
合
は
あ
る
け

ど
、
こ
ん
な
ふ
う
に
外
出
が
続
け
ら

れ
る
と
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
　

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
番
は
、
人
と

の
交
流
で
す
。「
何
と
な
く
体
調
が

優
れ
な
い
、
足
腰
や
口
周
り
に
不
安

が
あ
る
、
食
欲
が
な
い
、
人
付
き
合

い
が
お
っ
く
う
…
」
こ
ん
な
ふ
う
に

感
じ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
で
す
。
３
姉
妹

は
さ
て
お
き
、
あ
な
た
の
日
常
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
川

　
☎
内
線
３
１
０

こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す
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総
合
計
画
と
は
、
長
期
的
な
展
望

の
も
と
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
の
姿
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
諸
施
策
の
指
針
を
定
め
た
「
町
の

最
上
位
計
画
」
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
10
年
以
上
先
の
長

い
期
間
を
見
通
し
た
長
期
的
な
計
画

で
す
。
大
磯
町
で
は
、
昭
和
48
年
に

最
初
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て
以
降
、

四
次
に
わ
た
り
、
総
合
計
画
を
策
定

し
て
き
ま
し
た
。

◇
第
五
次
総
合
計
画
策
定
へ

　
平
成
18
年
度
に
15
年
間
の
計
画
期

間
と
し
て
策
定
し
た
「
第
四
次
総
合

計
画
」
が
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。

　
今
後
、
全
国
的
に
急
速
に
進
行
す

る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
そ
れ

に
伴
う
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障
費

の
増
大
に
よ
る
財
政
の
悪
化
な
ど
、

町
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
下
に
置

か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
町
政
に
求
め
ら
れ
る
課

題
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応

し
、
誰
も
が
豊
か
で
満
足
で
き
る
生

活
を
実
現
す
る
た
め
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
と
と
も
に
、
総
合
的
・
計

画
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め

に
、
新
た
な
計
画
と
な
る
「
第
五
次

総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
は
、
当
初

の
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の
三
層
構

成
に
よ
る
計
画
体
系
と
し
て
い
ま
す
。

第
五
次
総
合
計
画
で
も
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
構
成
と
す
る
こ
と
で
、
前
計

画
か
ら
の
施
策
の
継
続
性
や
変
更
点

な
ど
を
抽
出
し
や
す
く
し
ま
す
。

◇
基
本
構
想

　
基
本
構
想
と
は
、
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
総
合
計
画
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
計
画
期
間
内
に
お
け

る
「
町
政
運
営
の
基
本
方
針
」
と
な

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
、「
大
磯
町
総

合
計
画
策
定
条
例
」
に
よ
り
、
町
議

会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
基
本
計
画

　
基
本
計
画
と
は
、
基
本
構
想
で
定

め
た
施
策
の
大
綱
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
的
な
施
策
（
部
門
別
計
画
）

を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
す
計
画
で

す
。
現
在
の
課
題
、
ま
た
将
来
直
面

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
課
題
に
対

し
て
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
計

画
期
間
内
に
重
点
的
・
組
織
横
断
的

に
取
り
組
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
と
、
具
体
的
な
事
業
を
「
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
示
し
ま
す
。

◇
実
施
計
画

　
実
施
計
画
と
は
、
基
本
計
画
に
示

し
た
基
本
的
な
施
策
（
部
門
別
計

画
）
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、

必
要
と
な
る
経
費
や
優
先
順
位
を
勘

案
し
て
、
各
年
度
に
具
体
的
に
実
施

す
る
内
容
を
定
め
た
計
画
で
す
。
こ

の
実
施
計
画
を
予
算
編
成
の
指
針
と

し
て
、
計
画
の
実
効
性
を
高
め
ま
す
。

　
今
後
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
の
各
段
階
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

詳
細
は
次
号
以
降
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
５

大
磯
町
第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手

～
10
年
後
の
大
磯
町
を
考
え
よ
う
～

総合計画の３層構成

まちづくりの基本理念であり、めざすべ
き将来像及びこれを達成するための基本
目標や施策の大綱を示します。

基本構想を具体化し実現するための施
策の基本的な方向を総合的かつ体系的
に示します。

基本計画で示される施策を実現す
るための具体的な事業を示します。③実施計画③実施計画

①基本構想①基本構想

②基本計画②基本計画

運
動・栄
養・交
流
で
フ
レ
イ
ル
予
防

　
今
話
題
の
「
フ
レ
イ
ル
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
フ
レ
イ
ル
は
、
高
齢

者
の
健
康
と
要
介
護
の
間
の
「
虚
弱

の
状
態
」
を
指
し
ま
す
。
年
齢
と
と

も
に
あ
る
程
度
の
身
体
の
衰
え
は
自

然
な
こ
と
で
す
が
、
①
運
動
不
足
、

②
栄
養
不
足
（
お
口
の
機
能
低
下

も
）、
③
周
囲
か
ら
の
刺
激
（
交
流
）

が
低
下
す
る
と
、
急
速
に
心
身
と
も

に
衰
え
ま
す
。
不
活
発
な
日
常
が
フ

レ
イ
ル
を
呼
び
寄
せ
ま
す
が
、
心
掛

け
次
第
で
予
防
・
改
善
が
で
き
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
生
活
と
は
…

　
私
の
母
は
３
姉
妹
（
長
女
83
、
次

女
75
、
三
女
71
歳
）
で
す
。
先
日
こ

の
３
姉
妹
と
私
が
知
り
合
い
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
掛
け
た
時
の
話
で
す
。
　

　
三
女
が
、「
最
近
、姉
さ
ん
（
長
女
）

と
一
緒
に
歩
く
と
、
私
た
ち
の
歩
く

速
さ
に
つ
い
て
こ
ら
れ
な
く
な
っ
た

の
よ
」
と
。
確
か
に
一
緒
に
歩
く
と

間
が
空
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
話
す

三
女
は
、
膝
の
手
術
を
予
定
し
て
お

り
、
主
治
医
か
ら
減
量
を
指
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
も
っ
と
早
い
う
ち
か

ら
夫
と
一
緒
に
ジ
ム
に
通
っ
て
、
体

重
を
減
ら
し
て
筋
肉
を
つ
け
て
お
け

ば
良
か
っ
た
わ
」
と
。
次
女
（
母
）

も
人
工
股
関
節
の
入
替
え
の
時
期
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
足
腰
の
問
題
は
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
の
生
活
ぶ
り
で
す
。

　
長
女
は
料
理
が
大
好
き
で
、
何
で

も
自
分
で
し
ま
す
。
旅
行
や
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
回
も
迎
え
の
車
を
待
つ
間
に
、
出

掛
け
る
格
好
の
ま
ま
、
庭
の
草
む
し

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
次
女
は
、
週

２
回
２
時
間
程
度
の
仕
事
、
デ
イ
サ 

ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
股
関
節

症
の
体
操
の
会
と
、
台
所
に
あ
る
カ

レ
ン
ダ
ー
に
は
予
定
が
び
っ
し
り
。

三
女
は
、
今
も
現
役
の
保
育
士
で
す
。

　
さ
て
、
出
掛
け
た
先
で
食
事
を
し

ま
し
た
。
３
人
と
も
あ
れ
も
こ
れ
も

美
味
し
そ
う
と
、
な
か
な
か
メ
ニ
ュ 

ー
が
決
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
話

題
が
食
べ
る
こ
と
に
…
。「
姉
さ
ん

（
長
女
）
は
全
部
自
分
の
歯
な
の
？
」

「
１
本
だ
け
差
し
歯
よ
。
や
っ
ぱ
り
、

自
分
の
歯
が
一
番
よ
」
と
意
見
が
一

致
し
て
話
は
即
終
了
。
３
人
は
よ
く

食
べ
、
よ
く
話
し
（
時
折
、
話
が
か

み
合
わ
ず
、
か
み
合
っ
て
い
な
い
こ

と
を
笑
い
楽
し
ん
で
い
る
…
）、
陽

気
な
姉
妹
で
す
。
そ
の
様
子
を
見
な

が
ら
、
各
々
身
体
の
都
合
は
あ
る
け

ど
、
こ
ん
な
ふ
う
に
外
出
が
続
け
ら

れ
る
と
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
　

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
番
は
、
人
と

の
交
流
で
す
。「
何
と
な
く
体
調
が

優
れ
な
い
、
足
腰
や
口
周
り
に
不
安

が
あ
る
、
食
欲
が
な
い
、
人
付
き
合

い
が
お
っ
く
う
…
」
こ
ん
な
ふ
う
に

感
じ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
で
す
。
３
姉
妹

は
さ
て
お
き
、
あ
な
た
の
日
常
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
川

　
☎
内
線
３
１
０

こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す
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子育て支援総合センター
からのお知らせ

問・申
子育て支援総合センター
☎（71）3377
休館日　２/２・９・11・16・23・24
　　　　（日/祝日/振替休日）

※定員がある講座は先着順となります。　 申込み　 定員

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 2/3 （月） 11：00～12：00 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談ください。不要

ママと一緒の
おはなしタイム 未就学児と

保護者

2/4 （火）
11：00～11：30

おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし会です。
不要

お誕生会 2/12 （水） 出し物：大型絵本・大型紙芝居　プレゼント：バースデー
カード（お子さんの手形・足形を押して）　 不要

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 2/20 （木） 11：00～12：00 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談ください。不要

親子製作 未就学児と
保護者

2/17 （月）　
～3/3 （火） 10：00～15：00 ひなまつりにちなんだ製作を親子で作ってみませんか。不要

子育て講座
「親子で楽しもう
リトミック」

①6か月～１歳
位までの乳幼児
と保護者　

2/27 （木）
3/12 （木）
※2回で　　
１コース

10：00～10：30 様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。いろいろ
な楽器の振動にも触れ、耳や体で音を感じましょう。
各15組　講師：槇　久美子氏、小林　晴奈氏
2/13（木）～②１歳～3歳の

乳幼児と保護者 10：45～11：30

健康に関する子育て講座
「乳幼児の病気とケガの
対応」

未就学児の
保護者 3/2 （月） 10：00～11：30

いざという時に慌てないように対処方法や病院にかかるタイ
ミングを学びましょう。　 15名　講師：東海大学医学部付
属大磯病院　看護師　馬場　晴美氏　 2/3（月）～

石坂巻子記念子育て支援センター　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談 未就学児の

保護者

2/13 （木） 11：00～12：00
お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談ください。
不要

保健師の育児相談 2/14 （金） 11：00～12：00

お誕生会

未就学児と
保護者

2/18 （火） 11：00～11：30 不要

ママと一緒の
おはなしタイム 2/25 （火） 11：00～11：30 おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし会です。不要

親子製作 2/17 （月）　
～3/3 （火） 10：00～15：00 ひなまつりにちなんだ製作を親子で作ってみませんか。不要

　　　自律神経がバランスよく働くことで丈夫な体づくり
　や免疫力アップ、精神的な安定、危険察知能力も高くなる
と言われています。そのためには、規則正しくメリハリのある
生活が大切です。外に出て寒さを感じることで体を温めようと
自律神経が働きます。外で活発に遊ぶと心拍数が上がり体温も
上がってくると、調整しようとまた自律神経が働きます。体に
備わっている本来の働きを経験することで、自律神経の働きは
強まり丈夫な体になります。目に見えない自律神経を育むのも、
大人の大切な役割といえそうですね。

　２月３日は節分です。「鬼は外、
福は内！」と豆をまきながら、病気
や厄災を追い出す行事です。子ども
たちの中にいる、泣き虫鬼、怒りん
ぼ鬼、病気鬼、いたずらっ子鬼。さ
あ、どんな鬼を退治しようかな？

大切な自律神経の働き

豆まきで、気持ち新たに
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　認定こども園あおばと内「もりのうさぎ」で、病気の
回復期にあるお子さんを一時的にお預かりする病後児保
育を行っています。

★対象児童　大磯町・二宮町に在住または保護者が在
勤・在学する生後６か月から就学前までの児童
★定員　３人（予約順）
★利用日時　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）の７
時30分～18時30分
★利用料　１日2，000円（給食・おやつ代400円、生活保
護世帯・非課税世帯は免除あり）
★利用方法　①事前に利用登録書等を提出　②電話で仮
予約（利用の前日16時までに）　③医療機関で医師連絡
票を発行　④電話で本予約（利用前日17時まで）　⑤利
用

問登録・利用について
　認定こども園あおばと　病後児保育室「もりのうさぎ」
　☎（74）5918
　制度について　子育て支援課　☎内線318

就労と子育ての両立をお手伝い

　　　病 後児保育

町営住宅（月京）の入居者募集

　４月１日から翌年３月31日まで駅前自転車駐車場を月
極で利用する方の申込みを受付します。
　現在、月極で利用されている方も、再度申請が必要です。

▶申請書の配布日及び受付期間
○配布日　　２月１日（土）～
○受付期間　２月１日（土）～３月６日（金）
▶配布・受付場所
○駅前自転車駐車場管理人室　６時～21時30分
○役場１階町民課窓口
　８時30分～17時15分（土日祝日を除く）

▶入居日　５月１日（金）（予定）
▶募集住宅　月京住宅（月京11番１号）
　　　　　　募集戸数 １戸、間取 ２ＬＤＫ
▶申込方法　郵送のみ
▶申込期間　２月17日（月）～３月２日（月）
　　　　　　（消印有効）
▶その他　詳しくは２月17日（月）から役場１階受付、
保健センター１階福祉課窓口、国府支所で配布する
「募集のしおり」をご確認ください。
▶申込資格（次の全てに該当する方）
①申込者が成人であること。
②夫婦または親子を主体とした家族であること。（原

則として）
③申込者が町内に継続して１年以上住民登録している

こと。または、町内の事業所に継続して１年以上
勤務していること。（基準日は令和２年３月２日）

④町が定める住宅困窮理由に該当すること。
⑤所定の方法で計算した月収額が基準以下であること。
⑥町税などの滞納がないこと。
⑦申込者及び同居者が暴力団員でないこと。

問福祉課　☎内線303

消費税率の引上げに伴い、令和２年４月１日から、料金
が変わります。

　　　　　　　　　問町民課　☎内線237
　　　　　　　　　　　駅前自転車駐車場　☎（61）6960

区分
定期利用（月極） 一時利用（日極）

現料金 新料金 現料金 新料金

自転車 1,550円 1,580円 110円 120円

原動機付自転車 2,580円 2,630円 220円 230円

普通自動二輪車
（125cc以下） 3,610円 3,680円 320円 330円

令和２年度
大磯駅前自転車駐車場の定期利用者を募集！

　平日に町役場にお越しいただくことが難しい方を対
象に、マイナンバーカードの受取り窓口を休日に開設
します。ぜひこの機会をご利用ください。

▶受付時間　９時～16時（正午～13時を除く）
▶場所　役場１階町民課窓口
※受取りは事前予約制です。
※マイナンバーカードの交付案内が届いている方が対
象です。

マイナンバーカードの申請はお早めに
　マイナンバーカードは、身分証明書や行政手続きの
オンライン申請、コンビニエンスストアなどでの住民
票及び印鑑登録証明書の取得に利用できます。
　カードの申請から交付案内を送付するまで１か月程
度掛かります。

問町民課　☎内線272

マイナンバーカードの受取り窓口を
２月８日（土）に開設します
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 講座・催し

〇鴫立寄席
２月８日（土）13時30分開演

演目「強情灸」「城木屋」「二番煎じ」
演者柳家 とせう、桂 美団治、桂 三十
助 　゙

先着40人　
500円

〇語り部の会・あこ
２月10日（月）10時30分～正午

「山縣有朋を語る」
２月24日（月・振休）10時30分～正午

「池田成彬を語る」
講師武井　久江氏

20人　 1,000円

〇花の会
　生花で作るバレンタインのアレンジ

２月11日（火・祝）14時～16時
講師府川　葉月氏

20人　 2,000円
はさみ、タオル、持ち帰り袋

〇手しごと庵
　オリンピック柄の布で作るお雛さま
ストラップ

２月13日（木）13時～16時
10人　 1,000円

〇座禅
２月15日（土）13時30分～14時30分

講師豊田　素道氏（慶林寺住職）
10人　 500円

〇伝筆（つてふで）教室　　
２月18日（火）９時30分～11時

２月23日（日・祝）10時30分～正午
講師宮前　礼子氏　
対象中学生以上

20人　 3,850円
※2回目以降は別途材料費

〇写経
２月25日（火）13時30分～15時30分　

講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）
10人　 1,200円　
書道セット

※各教室は予約制です。費用は入庵料
を含んだ金額です。

・ 鴫立庵　☎（61）6926

鴫立庵２月イベント情報　自分や家族が認知症になったらどの
ような制度が利用できるのか。具体的
な事例から実際に利用できる制度や相
談先をご紹介します。

２月20日（木）13時30分～15時
保健センター２階研修室

講師山中　啓子氏（ぱあとなあ神奈川
運営副委員長・社会福祉士）

80人　
無料
福祉課　☎内線316　FAX （61）6002

　認知症の症状や対応を理解し、認知
症の人やその家族を支えていくための、
知識や支援の仕方を学びます。

３月６日（金）９時30分～11時30分
保健センター２階研修室

講師日本赤十字社神奈川県支部ボラン
ティア指導員
対象町在住、在勤、在学の方

先着15人　 無料
電話またはFAX

※FAXで申込みの場合は住所、氏名
（フリガナ）、生年月日、電話番号、講
習会名を記載してください。

２月３日（月）～２月17日（月）
・ 日赤大磯町分区（福祉課内）　

☎内線303　FAX（61）6002

　幼児期に起きやすい事故の予防と手
当の仕方、AEDの使い方などについ
て実践を通して学びます。

①２月29日（土）②３月７日（土）
いずれも９時30分～11時30分

①子育て支援総合センターめばえ多
目的室②ふれあい会館３階大集会室
対象町在住・在勤・在学の方

各回先着20人　
無料
電話またはFAX

※FAXで申込みの場合は、住所、氏名
（フリガナ）、生年月日、電話番号、講
習場所、参加希望日を記載してくださ
い。（保育を希望の方は、子どもの氏名、
年齢を記入）
車での来場はご遠慮ください。

２月３日（月）から２月14日（金）
・ 日赤大磯町分区（福祉課内）

☎内線303　FAX（61）6002

成年後見制度講演会　～認知症が心
配～成年後見制度を知ろう

日赤健康生活支援短期講習
　～地域で支える認知症～

日本赤十字社幼児安全短期講習

　NHKプロフェッショナルにもご出
演された加藤忠相氏に認知症や介護に
ついての心構えや技を講義していただ
き認知症について正しい理解を深めま
しょう。

２月７日（金）18時30分～20時30分
二宮町生涯学習センター「ラディア

ン」ホール　
内容「その人らしさ」を奪わない認知
症ケアの極意
講師加藤　忠相氏（株式会社あおいけ
あ代表）
対象中郡在住の方

500人　 無料　 不要
中郡在宅看護連携協議会　

☎（60）3117（おおいそ訪問看護ステー
ション）

　犬の寿命が延び老犬の介護に疲れて
しまわないよう、シニアドッグとの楽
しい生活の送り方を学びます。

２月９日（日）
第１部13時30分～14時10分「愛犬のシ
ニア期にまつわるお金の話」
第２部14時20分～15時30分「在宅介護
のヒントと自宅でできる予防法」

ひらつか市民活動センターA・B会
議室
講師第１部：堀内　理恵氏（老犬ホー
ム オレンジライフ湘南代表）
第２部：横溝　絵理氏（老犬介護士 
ペット鍼灸セラピスト）
対象老犬介護にご興味のある方

先着30人　 300円（資料代）
電話･FAX･メールで受付
・ 湘南NPOサポートセンター

☎070（6662）2455  FAX 0463（35）7736
*shonan@snposc.org

２月21日（金）10時～正午
保健センター1階保健指導室

内容ひなまつり料理
先着20人　 500円（材料費ほか）
エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具　
２月14日（金）

その他ボランティアによるお子さんの
見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線319

中郡在宅看護連携協議会・東海大学大
磯病院在宅療養支援委員会合同研修会

老犬介護セミナー
～人も愛犬も最後まで幸せな毎日を～

伝統料理教室　ひとの「わ」

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911
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　白岩神社の祭礼は大磯町の民俗行事
では珍しい歩射が行われています。歩
射とは？民俗的な意味について講話し
ます。

２月27日（木）14時～16時
郷土資料館研修室

講師林　英一氏（獨協大学非常勤講師）　
40人　対象町在住・在勤・在学の方
無料　
２月３日（月）から。電話またはEメー

ルで名前、電話番号を明記してお申込
みください。

・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

①3月12日（木）、② 3月14日（土）
ガイド内容は同じ
９時～正午（雨天決行）
受付大磯駅前南広場
コース南広場～加藤高明～

（寺内正毅）～（原敬）～山縣有朋
～大隈重信～伊藤博文～西園寺公望
～旧吉田茂邸（解散）約4.5ｋｍ
※健脚者向き。

各先着100人
950円（入館料ほか）
往復ハガキに企画名、希望日、住所、

氏名、電話番号、人数（５人まで）明記
ホームページからの申込み可

２月27日（木）
・ 〒255-0003大磯町大磯995-12-

B　大磯ガイド協会　
☎（73）8590（平日９～17時）
https://www.oisoguide.com

　３月１日（日）～８日（日）は女性の健
康週間です。町内在住・在勤の女性に
向けて、リンパマッサージのセミナー
を実施します。

３月６日（金）10時～11時30分
保健センター１階保健指導室

内容健康運動指導士によるリンパマッ
サージセミナー

先着20人
無料
タオル、飲み物
３月２日（月）

その他ボランティアによる未就学児の
見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線309

OISO学び塾Ⅴ
白岩神社の祭礼―歩射を中心に―

大磯の魅力と人の魅力で結ばれた
「大磯に住んだ8人の宰相たち」　

女性の健康づくりキャンペーン

　地域ガイド活動の魅力に触れる体験
型セミナーです。

３月８日（日）10時～12時30分
ふれあい会館２階

内容町の歴史や自然、まち歩きガイド
に関する資料の展示とレクチャー、大
磯駅周辺のプチガイドツアーへの参加。
対象ガイド活動に興味のある方

不要
大磯ガイド協会

☎（73）8590（平日９～17時）
https://www.oisoguide.com/

　短歌初心者のための講座です。自作
の歌がある方は初回に持参してくださ
い。

２月25日（火）、３月３日（火）、13日
（金）　各回14時～15時30分

生涯学習館研修室
講師柳　宣宏氏（歌人、西行祭選者）
対象町在住、在勤の方　 25人　

無料　その他１回のみの参加も可。
２月３日（月）から。電話またはE

メールで名前、電話番号を明記して、
お申込みください。

・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

　マウスとキーボードの操作、文字入
力、インターネットの閲覧方法、Eメー
ルの使い方等を学ぶ４回講座。

３月５日・12日・19日・26日（木）
各回10時～正午　

生涯学習館研修室
対象町在住・在勤者（全日出席できる
方・初めて受講する方優先）　

15名　 無料
その他講座受講者を支援するパソコン
講習サポーター募集中。

２月３日（月）から先着順
・ 生涯学習課　☎内線329

２月８日（土）10時～正午
保健センター２階研修室

内容「災害医療について」講師をお招
きし、町の防災力向上を目的に、防災
リーダー養成研修会・防災講演会を開
催します。
講師西山　雷祐氏（東海大学医学部付
属大磯病院救急医学准教授）

無料　 不要　
危機管理課　☎内線241

まち歩きガイド公開ワークショップ

生涯学習サロンⅤ
短歌入門講座 全３回

パソコン講座（初心者コース）

防災リーダー養成研修会・
防災講演会

〇竹 de おひなさま作品写真展
　昨年開催されたイベント「竹細工教
室　竹 de おひなさま」で製作された
おひなさまの写真を展示します。

２月１日（土）～２月14日（金）
９時30分～16時（荒天中止）

旧三井別邸地区北蔵ギャラリー

〇七賢堂特別開扉
　七賢堂の扉を期間を限定して開扉し
ます。開扉期間中は、大磯ガイド協会
の方による現地説明を行います。

２月８日（土）～２月９日（日）
10時～16時

旧吉田茂邸地区七賢堂

〇竹細工教室 竹 de おひなさま2020
　公園の間伐した竹やソテツの種子を
使ったおひなさま作りを開催します。

２月16日（日）
午前の部：9時30分～11時30分
午後の部：13時～15時

旧吉田茂邸地区管理休憩棟
講師公園職員、大磯城山公園花を育て
る会
対象小学生以上（小学生低学年の方は
保護者同伴）

各回先着30人　 500円（材料代）
その他汚れてもよい服装でお越しくだ
さい。

２月１日（土）～２月13日（木）

大磯城山公園　☎（61）0355

３月５日（木）14時30分～16時30分
エリザベス・サンダース・ホーム地

域交流スペース
演目スポーツと人権－オリンピックの
光と影－
講師諏訪　伸夫氏（武漢理工大学名誉
教授）

先着30人　 1,000円（資料代）
・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎070（3526）7310　富山

　民族文化映像研究所の記録映画を鑑
賞し、「豊かさ」とは何かを探ります。

２月23日（日） 14時開演
無罣庵（大磯幼稚園前）

上映作品＜織物・儀礼＞
「新島の真田織り」、「マイワイの社会」

30人（要予約）　
１回券1,000円
・ ☎（61）6906　中村

２月の城山公園イベント

大磯コミュニティ・カレッジ

「暮らしの記憶」をみる会
＜第12期 第２回＞

火事と救急
12月の出動状況

消防車… 40件（火災出動１、救助出動０、  その他出動39）
救急車…151件（急病109、交通事故11、一般負傷23、その他８）
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 ス ポ ー ツ

　身体・知的障がい者の社会参加を目
的としたスポーツ大会を開催します。
競技名①フライングディスク競技会

（身体・知的）②ボウリング競技会（知
的）③アーチェリー競技会（身体） ④陸
上競技会（知的）⑤陸上競技会（身体）⑥
水泳競技会（身体・知的）

①４月12日（日）②・③４月19日（日）
④４月26日（日）⑤５月10日（日）⑥７月
５日（日）

①・④・⑤県立スポーツセンター②
湘南とうきゅうボウル③県総合リハビ
リテーションセンター アーチェリー
場⑥さがみはらグリーンプール
対象県内在住（横浜、川崎除く）の13歳
以上で、身体障害者手帳・療育手帳を
持つ方。なお、医師から運動が認めら
れない方は参加できません。

①・②・③２月25日（火）④３月２日
（月）⑤３月９日（月）⑥５月18日（月）
・ 障害福祉センター☎（73）4530

２月28日（金）、３月６日（金）の全２
回　15時～15時45分（４歳～未就学児
の子どもとその保護者）
16時～16時45分（小学１～２年生の
子どもとその保護者）

岩田孝八記念室内競技場
講師神奈中インドアテニススクールイ
ンストラクター
対象町在住、在学で４歳から小学２年
生の子どもとその保護者

各先着８組
１組200円（保険料）当日徴収
動きやすい服装、タオル、飲み物、

上履き　 ２月21日（金）
・ スポーツ健康課　☎内線324

４月５日（日）～７月末
大磯運動公園野球場
対象町在住・在勤のチーム
代表者会議・抽選会３月８日（日）９時
30分～　生涯学習館
競技方法トーナメント方式７イニング
制
・ 町体育協会野球部　　

☎（61）1401　蔦野

第14回 
神奈川県障害者スポーツ大会

キッズテニス教室

第74回 
春季町長杯争奪町民野球大会

　台風15号・19号による被災住宅に対
して、屋根等の耐震性の向上等に資す
る補修について、県が費用の一部を支
援します。
対象半壊・一部損壊の罹災証明書が交
付された住宅の所有者や管理者で、自
らの資力では保守できない方。日常的
に住んでいる家が対象で、別荘や空き
家・セカンドハウスは対象外になりま
す。
対象工事被災した屋根や外壁等の耐震
性の向上等に資する補修工事（税込10
万円以上が対象、完了済みの工事も対
象です。）
補助額工事費の20％で、１戸あたりの
上限額は30万円　 ３月10日（火）
その他罹災証明書や被害状況が分かる
写真、施工業者が作成した見積書など
が必要です。また、郵送での申請受付
は行いません。必ず事前予約の上、窓
口までお越しください。窓口で書類審
査を行います。
・ 都市計画課　☎内線242

 募　　 　集

　子どもの好きな方、育児経験のある
方など、楽しみながら親子をサポート
し、地域の子育て応援に参加できるボ
ランティアスタッフを募集します。
内容親が子育て講演会等を受けている
時に子どもと一緒に遊んだり、お世話
をします。
保育対象児生後４か月から就学前の乳
幼児　活動場所町内公共施設
活動日時行政・学校から依頼された日
の９時～16時までの２時間程度。
※空いている時間に負担にならない範
囲でお手伝いください。

町保育ボランティア　
☎・FAX （61）4401　安池

７月20日（月）～８月３日（月）（予定）
派遣先米国ウィスコンシン州ラシン市
対象町在住の高校生（新高校１年生含
む）　 ２～３人　 12万円

町国際交流協会ホームページにて募
集要項、申込書を配布

３月22日（日） 
選考試験３月29日（日）（予定）①日本
語での面接②簡単な英会話
・ 町国際交流協会事務局 

☎090（6003）0422　柳田
https://oiso-sistercity.
wixsite.com/home　

令和元年台風15号・19号被災住宅の
補修費用を支援

保育ボランティア募集　～地域で子育
てをちょっと応援してみませんか～

米国姉妹都市との交流
ラシン市への派遣高校生を募集!

 お 知 ら せ

３月８日（日）13時30分～16時30分
平塚商工会議所会議室
講演認定看護師の知恵袋（膀胱機能障
害の方々が教えてくれたこと）
内容講演、グループ懇談、個別相談、
装具の展示
講師・相談員後藤　菜穂子氏（東芝林
間病院皮膚・排泄ケア認定看護師）　
対象人工肛門・人工膀胱保有者（ス 
トーマ）とその家族及び医療関係者並
びに関心のある方

不要　 無料
日本オストミー協会神奈川支部

☎080（8728）6661　牛尾

①２月19日（水）、②３月11日（水）
①②ともに14時～16時

①ふれあい会館３階大集会室　②平
塚市中央公民館大ホール
対象大磯町、二宮町、平塚市で食品を
取り扱う施設の食品衛生責任者

筆記用具、食品衛生責任者手帳、受
講票（ホームページから印刷可）。

直接会場にお越しください。
※車での来場はご遠慮ください。

平塚保健福祉事務所食品衛生課
☎（32）0130　内線233

２月19日（水）13時30分～15時30分
保健センター２階研修室
講師佐野　惠子氏（臨床心理士）
内容「ペアレントトレーニング」（褒
め方のコツ、好ましくない行動を減ら
すためになど）地域の子育ての応援に
参加したい方どなたでも受講できます。
・ 子育て支援総合センター　

☎（71）3377

　不登校で悩む児童・生徒や保護者等
を対象に相談会を行い、一人ひとりの
自立や学校生活の再開に向けた支援を
行います。

２月１日（土）　13時～16時30分
鎌倉市深沢学習センター（鎌倉市常

盤111-3）
内容不登校を経験した子どもや保護者
による座談会・フリースクール等活動
紹介・個別相談等
その他参加費無料　 不要

県教育委員会子ども教育支援課
☎045（210）8292（直通）

オストメイト健康相談会

食品衛生責任者講習会（全業種向け）

子育てに関わるボランティア等
研修会

教育委員会とフリースクール等によ
る不登校相談会

気象情報
12月

最高気温 20.0度　最低気温 2.6度　平均気温 9.7度
総雨量 61.5mm
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・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

①3月12日（木）、② 3月14日（土）
ガイド内容は同じ
９時～正午（雨天決行）
受付大磯駅前南広場
コース南広場～加藤高明～

（寺内正毅）～（原敬）～山縣有朋
～大隈重信～伊藤博文～西園寺公望
～旧吉田茂邸（解散）約4.5ｋｍ
※健脚者向き。

各先着100人
950円（入館料ほか）
往復ハガキに企画名、希望日、住所、

氏名、電話番号、人数（５人まで）明記
ホームページからの申込み可

２月27日（木）
・ 〒255-0003大磯町大磯995-12-

B　大磯ガイド協会　
☎（73）8590（平日９～17時）
https://www.oisoguide.com

　３月１日（日）～８日（日）は女性の健
康週間です。町内在住・在勤の女性に
向けて、リンパマッサージのセミナー
を実施します。

３月６日（金）10時～11時30分
保健センター１階保健指導室

内容健康運動指導士によるリンパマッ
サージセミナー

先着20人
無料
タオル、飲み物
３月２日（月）

その他ボランティアによる未就学児の
見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線309

OISO学び塾Ⅴ
白岩神社の祭礼―歩射を中心に―

大磯の魅力と人の魅力で結ばれた
「大磯に住んだ8人の宰相たち」　

女性の健康づくりキャンペーン

　地域ガイド活動の魅力に触れる体験
型セミナーです。

３月８日（日）10時～12時30分
ふれあい会館２階

内容町の歴史や自然、まち歩きガイド
に関する資料の展示とレクチャー、大
磯駅周辺のプチガイドツアーへの参加。
対象ガイド活動に興味のある方

不要
大磯ガイド協会

☎（73）8590（平日９～17時）
https://www.oisoguide.com/

　短歌初心者のための講座です。自作
の歌がある方は初回に持参してくださ
い。

２月25日（火）、３月３日（火）、13日
（金）　各回14時～15時30分

生涯学習館研修室
講師柳　宣宏氏（歌人、西行祭選者）
対象町在住、在勤の方　 25人　

無料　その他１回のみの参加も可。
２月３日（月）から。電話またはE

メールで名前、電話番号を明記して、
お申込みください。

・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

　マウスとキーボードの操作、文字入
力、インターネットの閲覧方法、Eメー
ルの使い方等を学ぶ４回講座。

３月５日・12日・19日・26日（木）
各回10時～正午　

生涯学習館研修室
対象町在住・在勤者（全日出席できる
方・初めて受講する方優先）　

15名　 無料
その他講座受講者を支援するパソコン
講習サポーター募集中。

２月３日（月）から先着順
・ 生涯学習課　☎内線329

２月８日（土）10時～正午
保健センター２階研修室

内容「災害医療について」講師をお招
きし、町の防災力向上を目的に、防災
リーダー養成研修会・防災講演会を開
催します。
講師西山　雷祐氏（東海大学医学部付
属大磯病院救急医学准教授）

無料　 不要　
危機管理課　☎内線241

まち歩きガイド公開ワークショップ

生涯学習サロンⅤ
短歌入門講座 全３回

パソコン講座（初心者コース）

防災リーダー養成研修会・
防災講演会

〇竹 de おひなさま作品写真展
　昨年開催されたイベント「竹細工教
室　竹 de おひなさま」で製作された
おひなさまの写真を展示します。

２月１日（土）～２月14日（金）
９時30分～16時（荒天中止）

旧三井別邸地区北蔵ギャラリー

〇七賢堂特別開扉
　七賢堂の扉を期間を限定して開扉し
ます。開扉期間中は、大磯ガイド協会
の方による現地説明を行います。

２月８日（土）～２月９日（日）
10時～16時

旧吉田茂邸地区七賢堂

〇竹細工教室 竹 de おひなさま2020
　公園の間伐した竹やソテツの種子を
使ったおひなさま作りを開催します。

２月16日（日）
午前の部：9時30分～11時30分
午後の部：13時～15時

旧吉田茂邸地区管理休憩棟
講師公園職員、大磯城山公園花を育て
る会
対象小学生以上（小学生低学年の方は
保護者同伴）

各回先着30人　 500円（材料代）
その他汚れてもよい服装でお越しくだ
さい。

２月１日（土）～２月13日（木）

大磯城山公園　☎（61）0355

３月５日（木）14時30分～16時30分
エリザベス・サンダース・ホーム地

域交流スペース
演目スポーツと人権－オリンピックの
光と影－
講師諏訪　伸夫氏（武漢理工大学名誉
教授）

先着30人　 1,000円（資料代）
・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎070（3526）7310　富山

　民族文化映像研究所の記録映画を鑑
賞し、「豊かさ」とは何かを探ります。

２月23日（日） 14時開演
無罣庵（大磯幼稚園前）

上映作品＜織物・儀礼＞
「新島の真田織り」、「マイワイの社会」

30人（要予約）　
１回券1,000円
・ ☎（61）6906　中村

２月の城山公園イベント

大磯コミュニティ・カレッジ

「暮らしの記憶」をみる会
＜第12期 第２回＞

火事と救急
12月の出動状況

消防車… 40件（火災出動１、救助出動０、  その他出動39）
救急車…151件（急病109、交通事故11、一般負傷23、その他８）

13 広報おおいそ　令和　年　月

 ス ポ ー ツ

　身体・知的障がい者の社会参加を目
的としたスポーツ大会を開催します。
競技名①フライングディスク競技会

（身体・知的）②ボウリング競技会（知
的）③アーチェリー競技会（身体） ④陸
上競技会（知的）⑤陸上競技会（身体）⑥
水泳競技会（身体・知的）

①４月12日（日）②・③４月19日（日）
④４月26日（日）⑤５月10日（日）⑥７月
５日（日）

①・④・⑤県立スポーツセンター②
湘南とうきゅうボウル③県総合リハビ
リテーションセンター アーチェリー
場⑥さがみはらグリーンプール
対象県内在住（横浜、川崎除く）の13歳
以上で、身体障害者手帳・療育手帳を
持つ方。なお、医師から運動が認めら
れない方は参加できません。

①・②・③２月25日（火）④３月２日
（月）⑤３月９日（月）⑥５月18日（月）
・ 障害福祉センター☎（73）4530

２月28日（金）、３月６日（金）の全２
回　15時～15時45分（４歳～未就学児
の子どもとその保護者）
16時～16時45分（小学１～２年生の
子どもとその保護者）

岩田孝八記念室内競技場
講師神奈中インドアテニススクールイ
ンストラクター
対象町在住、在学で４歳から小学２年
生の子どもとその保護者

各先着８組
１組200円（保険料）当日徴収
動きやすい服装、タオル、飲み物、

上履き　 ２月21日（金）
・ スポーツ健康課　☎内線324

４月５日（日）～７月末
大磯運動公園野球場
対象町在住・在勤のチーム
代表者会議・抽選会３月８日（日）９時
30分～　生涯学習館
競技方法トーナメント方式７イニング
制
・ 町体育協会野球部　　

☎（61）1401　蔦野

第14回 
神奈川県障害者スポーツ大会

キッズテニス教室

第74回 
春季町長杯争奪町民野球大会

　台風15号・19号による被災住宅に対
して、屋根等の耐震性の向上等に資す
る補修について、県が費用の一部を支
援します。
対象半壊・一部損壊の罹災証明書が交
付された住宅の所有者や管理者で、自
らの資力では保守できない方。日常的
に住んでいる家が対象で、別荘や空き
家・セカンドハウスは対象外になりま
す。
対象工事被災した屋根や外壁等の耐震
性の向上等に資する補修工事（税込10
万円以上が対象、完了済みの工事も対
象です。）
補助額工事費の20％で、１戸あたりの
上限額は30万円　 ３月10日（火）
その他罹災証明書や被害状況が分かる
写真、施工業者が作成した見積書など
が必要です。また、郵送での申請受付
は行いません。必ず事前予約の上、窓
口までお越しください。窓口で書類審
査を行います。
・ 都市計画課　☎内線242

 募　　 　集

　子どもの好きな方、育児経験のある
方など、楽しみながら親子をサポート
し、地域の子育て応援に参加できるボ
ランティアスタッフを募集します。
内容親が子育て講演会等を受けている
時に子どもと一緒に遊んだり、お世話
をします。
保育対象児生後４か月から就学前の乳
幼児　活動場所町内公共施設
活動日時行政・学校から依頼された日
の９時～16時までの２時間程度。
※空いている時間に負担にならない範
囲でお手伝いください。

町保育ボランティア　
☎・FAX （61）4401　安池

７月20日（月）～８月３日（月）（予定）
派遣先米国ウィスコンシン州ラシン市
対象町在住の高校生（新高校１年生含
む）　 ２～３人　 12万円

町国際交流協会ホームページにて募
集要項、申込書を配布

３月22日（日） 
選考試験３月29日（日）（予定）①日本
語での面接②簡単な英会話
・ 町国際交流協会事務局 

☎090（6003）0422　柳田
https://oiso-sistercity.
wixsite.com/home　

令和元年台風15号・19号被災住宅の
補修費用を支援

保育ボランティア募集　～地域で子育
てをちょっと応援してみませんか～

米国姉妹都市との交流
ラシン市への派遣高校生を募集!

 お 知 ら せ

３月８日（日）13時30分～16時30分
平塚商工会議所会議室
講演認定看護師の知恵袋（膀胱機能障
害の方々が教えてくれたこと）
内容講演、グループ懇談、個別相談、
装具の展示
講師・相談員後藤　菜穂子氏（東芝林
間病院皮膚・排泄ケア認定看護師）　
対象人工肛門・人工膀胱保有者（ス 
トーマ）とその家族及び医療関係者並
びに関心のある方

不要　 無料
日本オストミー協会神奈川支部

☎080（8728）6661　牛尾

①２月19日（水）、②３月11日（水）
①②ともに14時～16時

①ふれあい会館３階大集会室　②平
塚市中央公民館大ホール
対象大磯町、二宮町、平塚市で食品を
取り扱う施設の食品衛生責任者

筆記用具、食品衛生責任者手帳、受
講票（ホームページから印刷可）。

直接会場にお越しください。
※車での来場はご遠慮ください。

平塚保健福祉事務所食品衛生課
☎（32）0130　内線233

２月19日（水）13時30分～15時30分
保健センター２階研修室
講師佐野　惠子氏（臨床心理士）
内容「ペアレントトレーニング」（褒
め方のコツ、好ましくない行動を減ら
すためになど）地域の子育ての応援に
参加したい方どなたでも受講できます。
・ 子育て支援総合センター　

☎（71）3377

　不登校で悩む児童・生徒や保護者等
を対象に相談会を行い、一人ひとりの
自立や学校生活の再開に向けた支援を
行います。

２月１日（土）　13時～16時30分
鎌倉市深沢学習センター（鎌倉市常

盤111-3）
内容不登校を経験した子どもや保護者
による座談会・フリースクール等活動
紹介・個別相談等
その他参加費無料　 不要

県教育委員会子ども教育支援課
☎045（210）8292（直通）

オストメイト健康相談会

食品衛生責任者講習会（全業種向け）

子育てに関わるボランティア等
研修会

教育委員会とフリースクール等によ
る不登校相談会

気象情報
12月

最高気温 20.0度　最低気温 2.6度　平均気温 9.7度
総雨量 61.5mm
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　アーチェリーって何だろう？まずは
体験してみませんか。
２月29日（土）①９時～11時②13時～

15時
３月21日（土）①９時～11時②13時～15
時
星槎大磯キャンパスアーチェリー場
対象小学５年生～中学３年生
各回先着５名程度
講師茂田　佳裕氏（県アーチェリー協
会理事）、ソ　ソグウォン氏（元韓国代
表候補選手）
800円/回（弓具セットレンタル代込）
開催日前日14時
・ 星槎湘南大磯総合型スポーツク

ラブ　☎（74）5328　茂田

２月７日・14日・21日・28日、３月
６日・13日（金）　10時～11時30分
国府支所２階第１・２会議室
講師日本武術太極拳連盟公認指導員
300円/回
上履き・タオル・飲み物・運動がで

きる服装
・ 町体育協会太極拳部　

☎（72）0434・090（7815）1919　重村
☎（61）1793・090（2679）2277　中沢

　種目は1.3ｋｍ×４区の駅伝と１ｋｍ親
子ペアランの２つ。小学生の仲間で卒
業、進級記念に参加はいかが？！ 駅伝
終了後は、参加費無料のかけっこ塾を
開催します。
３月20日（金・祝）
大磯運動公園
駅伝健康な小学生（男女混合チーム可）
親子ペアラン１ｋｍを走れる健康な未就
学児と18歳以上の保護者
駅伝３種目40組　合計120組、

親子ペアラン100組200名
駅伝１チーム5,200円

親子ペアラン１組1,300円（子２人の場
合2,000円）
運動しやすい服装とスポーツシュー

ズ　
ランニングイベント申込サイトのラ

ンネットまたは大磯運動公園受付窓口
３月２日（月）※申込サイトは２月24

日（月・振休）まで
大会事務局　☎0120（846）024

月～金10時～18時

アーチェリー体験教室

太極拳初心者講習会

第9回 大磯ちびっこ駅伝＆
親子１kmペアラン

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

スポーツ大会の結果
第23回 町民秋季ボウリング大会
11月21日（木）、24日（日）
大磯プリンスホテルボウリング

センター
一般の部
　優　勝　石井光太郎　597点
　準優勝　成田　一平　581点
　第３位　高橋　安衣　568点
　ハイゲーム　
　　　　　勝田　雅之　218点
シニアの部
　優　勝　鈴木　信幸　724点
　準優勝　謝名アキ子　690点
　第３位　石井　晴夫　678点
　ハイゲーム　
　　　　　鈴木　信幸　247点
ジュニアの部
　優　勝　高木健史郎　458点
　ハイゲーム　
　　　　　高木健史郎　178点
町体育協会ボウリング部

☎（61）0464　石井

第10回 町民秋季フットサル大会
12月1日（日）
国府小学校体育館
優　勝　フィニーニョ蹴球雑技団
町体育協会サッカー部

☎（61）3643　加藤

第58回 町民ロードレース大会
12月８日（日）
太平洋岸自転車道
中学生男子の部（３km）
　１年の部　優勝　
　　　　　　宮崎　　聖　11′45
　２年の部　優勝　
　　　　　　上田　雅輝　11′06　
　３年の部　優勝　
　　　　　　井上　真成　13′08
中学生女子の部（３km）
　１年の部　優勝　
　　　　　　八重沢愛羅　13′28
　２年の部　優勝　
　　　　　　渡邊　なほ　13′04
　３年の部　優勝　
　　　　　　中村　　菫　14′37
一般女子の部（３km）
　　　　　　優勝　
　　　　　　吉川　美和　13′07
一般男子の部（６km）
　15～29歳以下の部　優勝　
　　　　　　村本　琉星　21′39
　30歳代の部　優勝　
　　　　　　山谷　準也　19′57　　
　40歳代の部　優勝　
　　　　　　赤星　卓弥　23′14
　50歳代の部　優勝　
　　　　　　小早川琢郎　26′06
　60歳代以上の部　優勝　
　　　　　　今村　隆吉　28′50
町体育協会陸上部

☎（72）1989　二宮

第49回 町民武道大会 【柔道】
11月３日（日・祝）
町立武道館　
小学生の部
　低学年の部　優勝　鳴瀬　健太
　中学年の部　優勝　渡邉　信悟
　高学年の部　優勝　小池　日葵
中学生の部
　優勝　柿本　龍哉
高校生・一般の部
　優勝　宗村　政輝
女子の部
　優勝　金子　愛
受身コンテスト（優秀賞）
　　　　有永　爽・南　穂花
　　　　石塚　智哉・鈴木　晴
町体育協会柔道部

☎（61）8649　久保田

第49回 町民武道大会 【剣道】
11月３日（日・祝）
大磯小学校
小学生の部
　低学年の部　優勝　髙部　優翔
　高学年の部　優勝　四十井颯介
中学生の部
　男子の部　　優勝　四十井陽介
　女子の部　　優勝　髙部　　愛
一般の部
　　　　　　　優勝　田中　　敦
町体育協会剣道部

☎（61）0533　大塚

第49回 町民武道大会 【空手道】
11月４日（月・振休）
大磯小学校
小学生組手の部
　１、２年生の部　優勝　

丸山つばさ
　３、４年生の部　優勝　

林　　大吾
　５、６年生の部　優勝　

井上　瑠偉
小学生形の部
　１、２年生の部　優勝　

小林　玲偉
　３、４年生の部　優勝　

大田　夏生
　５、６年生の部　優勝　

小山　颯太
町体育協会空手道部

☎（72）4698　渡部

相談の案内［２月］

〜２月の“おあしす”開催日程のお知らせ〜

15 広報おおいそ　令和　年　月

問スポーツ健康課　☎内線310

今
月
の
短
歌

日 時　間 会　場 テーマ

３日（月） 10：00～11：30 ふれあい会館 今日から始める転倒骨折予防（栄養編）

13日（木） 10：00～11：30 生沢会館 からだをほぐす・鍛える・整える講座

1４日（金） 13：30～15：00 東町福祉館 今日から始める転倒骨折予防（運動編）

1９日（水） 10：00～11：30 山王町常会場
からだをほぐす・鍛える・整える講座

２0日（木） 10：00～11：30 南下町公民館

２1日（金） 10：00～11：30 西小磯東老人憩の家 今日から始める転倒骨折予防（運動編）

２６日（水） 10：00～11：30 中丸会館 今日から始める転倒骨折予防（お薬編）
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　２月20日（木）９時30分～
　保健センター１階　保健指導室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　２月25日（火）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

　犯罪者は見られることを嫌います。
暗がりを少なくすることで、夜間の
犯罪を減らすことができます。帰宅
後もできるだけ長く門灯や玄関灯を
点灯し、地域の防犯活動にご協力く
ださい。
　ソーラー式ライトや動きを感知し
て点灯するセンサーライトを設置す
ると、経済的に防犯効果を高められ
ます。隣近所で一門一灯運動を展開
し、相乗効果で犯罪者を寄せつけな
い、安全で安心なまちづくりを推進
しましょう。

問町民課　☎内線237

一門一灯にご協力を！

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 13日（木） 13時〜16時

（受付15時30分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 20日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、 
日常生活の中の法律的な問題

13日（木）、20日（木）13時〜16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

大磯町横溝千鶴子記念教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
４日（火）、12日（水）、18日（火）
13時30分〜16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）0130　内線272
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
19日（水）13時30分〜16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分〜
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分〜15時（予約制） 障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。

地域の防犯は家庭から
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　アーチェリーって何だろう？まずは
体験してみませんか。
２月29日（土）①９時～11時②13時～

15時
３月21日（土）①９時～11時②13時～15
時
星槎大磯キャンパスアーチェリー場
対象小学５年生～中学３年生
各回先着５名程度
講師茂田　佳裕氏（県アーチェリー協
会理事）、ソ　ソグウォン氏（元韓国代
表候補選手）
800円/回（弓具セットレンタル代込）
開催日前日14時
・ 星槎湘南大磯総合型スポーツク

ラブ　☎（74）5328　茂田

２月７日・14日・21日・28日、３月
６日・13日（金）　10時～11時30分
国府支所２階第１・２会議室
講師日本武術太極拳連盟公認指導員
300円/回
上履き・タオル・飲み物・運動がで

きる服装
・ 町体育協会太極拳部　

☎（72）0434・090（7815）1919　重村
☎（61）1793・090（2679）2277　中沢

　種目は1.3ｋｍ×４区の駅伝と１ｋｍ親
子ペアランの２つ。小学生の仲間で卒
業、進級記念に参加はいかが？！ 駅伝
終了後は、参加費無料のかけっこ塾を
開催します。
３月20日（金・祝）
大磯運動公園
駅伝健康な小学生（男女混合チーム可）
親子ペアラン１ｋｍを走れる健康な未就
学児と18歳以上の保護者
駅伝３種目40組　合計120組、

親子ペアラン100組200名
駅伝１チーム5,200円

親子ペアラン１組1,300円（子２人の場
合2,000円）
運動しやすい服装とスポーツシュー

ズ　
ランニングイベント申込サイトのラ

ンネットまたは大磯運動公園受付窓口
３月２日（月）※申込サイトは２月24

日（月・振休）まで
大会事務局　☎0120（846）024

月～金10時～18時

アーチェリー体験教室

太極拳初心者講習会

第9回 大磯ちびっこ駅伝＆
親子１kmペアラン

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

スポーツ大会の結果
第23回 町民秋季ボウリング大会
11月21日（木）、24日（日）
大磯プリンスホテルボウリング

センター
一般の部
　優　勝　石井光太郎　597点
　準優勝　成田　一平　581点
　第３位　高橋　安衣　568点
　ハイゲーム　
　　　　　勝田　雅之　218点
シニアの部
　優　勝　鈴木　信幸　724点
　準優勝　謝名アキ子　690点
　第３位　石井　晴夫　678点
　ハイゲーム　
　　　　　鈴木　信幸　247点
ジュニアの部
　優　勝　高木健史郎　458点
　ハイゲーム　
　　　　　高木健史郎　178点
町体育協会ボウリング部

☎（61）0464　石井

第10回 町民秋季フットサル大会
12月1日（日）
国府小学校体育館
優　勝　フィニーニョ蹴球雑技団
町体育協会サッカー部

☎（61）3643　加藤

第58回 町民ロードレース大会
12月８日（日）
太平洋岸自転車道
中学生男子の部（３km）
　１年の部　優勝　
　　　　　　宮崎　　聖　11′45
　２年の部　優勝　
　　　　　　上田　雅輝　11′06　
　３年の部　優勝　
　　　　　　井上　真成　13′08
中学生女子の部（３km）
　１年の部　優勝　
　　　　　　八重沢愛羅　13′28
　２年の部　優勝　
　　　　　　渡邊　なほ　13′04
　３年の部　優勝　
　　　　　　中村　　菫　14′37
一般女子の部（３km）
　　　　　　優勝　
　　　　　　吉川　美和　13′07
一般男子の部（６km）
　15～29歳以下の部　優勝　
　　　　　　村本　琉星　21′39
　30歳代の部　優勝　
　　　　　　山谷　準也　19′57　　
　40歳代の部　優勝　
　　　　　　赤星　卓弥　23′14
　50歳代の部　優勝　
　　　　　　小早川琢郎　26′06
　60歳代以上の部　優勝　
　　　　　　今村　隆吉　28′50
町体育協会陸上部

☎（72）1989　二宮

第49回 町民武道大会 【柔道】
11月３日（日・祝）
町立武道館　
小学生の部
　低学年の部　優勝　鳴瀬　健太
　中学年の部　優勝　渡邉　信悟
　高学年の部　優勝　小池　日葵
中学生の部
　優勝　柿本　龍哉
高校生・一般の部
　優勝　宗村　政輝
女子の部
　優勝　金子　愛
受身コンテスト（優秀賞）
　　　　有永　爽・南　穂花
　　　　石塚　智哉・鈴木　晴
町体育協会柔道部

☎（61）8649　久保田

第49回 町民武道大会 【剣道】
11月３日（日・祝）
大磯小学校
小学生の部
　低学年の部　優勝　髙部　優翔
　高学年の部　優勝　四十井颯介
中学生の部
　男子の部　　優勝　四十井陽介
　女子の部　　優勝　髙部　　愛
一般の部
　　　　　　　優勝　田中　　敦
町体育協会剣道部

☎（61）0533　大塚

第49回 町民武道大会 【空手道】
11月４日（月・振休）
大磯小学校
小学生組手の部
　１、２年生の部　優勝　

丸山つばさ
　３、４年生の部　優勝　

林　　大吾
　５、６年生の部　優勝　

井上　瑠偉
小学生形の部
　１、２年生の部　優勝　

小林　玲偉
　３、４年生の部　優勝　

大田　夏生
　５、６年生の部　優勝　

小山　颯太
町体育協会空手道部

☎（72）4698　渡部

相談の案内［２月］

〜２月の“おあしす”開催日程のお知らせ〜
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３日（月） 10：00～11：30 ふれあい会館 今日から始める転倒骨折予防（栄養編）

13日（木） 10：00～11：30 生沢会館 からだをほぐす・鍛える・整える講座

1４日（金） 13：30～15：00 東町福祉館 今日から始める転倒骨折予防（運動編）

1９日（水） 10：00～11：30 山王町常会場
からだをほぐす・鍛える・整える講座

２0日（木） 10：00～11：30 南下町公民館

２1日（金） 10：00～11：30 西小磯東老人憩の家 今日から始める転倒骨折予防（運動編）

２６日（水） 10：00～11：30 中丸会館 今日から始める転倒骨折予防（お薬編）
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　２月20日（木）９時30分～
　保健センター１階　保健指導室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　２月25日（火）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358

　犯罪者は見られることを嫌います。
暗がりを少なくすることで、夜間の
犯罪を減らすことができます。帰宅
後もできるだけ長く門灯や玄関灯を
点灯し、地域の防犯活動にご協力く
ださい。
　ソーラー式ライトや動きを感知し
て点灯するセンサーライトを設置す
ると、経済的に防犯効果を高められ
ます。隣近所で一門一灯運動を展開
し、相乗効果で犯罪者を寄せつけな
い、安全で安心なまちづくりを推進
しましょう。

問町民課　☎内線237

一門一灯にご協力を！

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 13日（木） 13時〜16時

（受付15時30分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 20日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、 
日常生活の中の法律的な問題

13日（木）、20日（木）13時〜16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

大磯町横溝千鶴子記念教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
４日（火）、12日（水）、18日（火）
13時30分〜16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）0130　内線272
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
19日（水）13時30分〜16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分〜
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分〜15時（予約制） 障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。

地域の防犯は家庭から
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GO TO

東京オリ・パラ
Vol.23

ンピック リンピック

2020

ミャンマーって
どんな国？

〜 スポーツ編 〜
　ミャンマーの国技は「ラウェイ」という格闘技で
す。過酷な競技で、拳にはグローブを着用せずバン
テージのみを巻き、頭突きが認められています。基本
的に絞め技以外の全ての技が認められており、判定が
なくノックアウトのみで勝敗が決められます。
　試合の激しさの一方で、神事に近い性格を持ち、選
手は試合の時のみならず、日常においても礼節を求め
られます。試合前はリングの祭壇に舞踏を捧げ、試合
中も伝統音楽が奏でられ、およそ1,000年の歴史があ
ると言われています。
　さらに歴史が深いのは「チンロン」です。チンロン
は、1,500年もの歴史を持つ伝統スポーツで、「チン」
はカゴを、「ロン」は丸いものを意味し、巧みな足技
を使って、器用に地面にボールを落とさずに蹴り続け
ます。
　いかに美しいフォームで
難易度の高い技を成功さ
せるかを競い、アクロバ
ティックな技が次々に繰り
広げられます。エンターテ
インメント性と芸術性を兼
ね備えたスポーツです。

　この度、神奈川県から令和２年６月29日に行われる
オリンピック聖火リレーの、町内における走行ルート
が発表されました。
　大磯プリンスホテル玄関前をスタート地点に、国道
１号を走行し、大磯町役場前がゴール地点となります。
　詳細につきましては、県ホームページ（https://
kanagawa-runner.jp/）を参照ください。

問政策課　☎内線229

大磯カイロプラクティック院

広
告

オリンピック聖火リレーの走行ルートが決定

チンロンを楽しむ子どもたち
（写真提供：日本アセアンセンター）

大磯
駅

国府新宿

大磯中学校前

●大磯町役場●
大磯中

★ゴール

★
スタート

●大磯プリンスホテル
●旧吉田茂邸

相模湾

●大磯運動公園

●
大磯警察署 城山公園

●

JR東海道本線

西湘バイ
パス

国道1号
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大
磯

町
役

場
発
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政

策
課

編
集

〒
255-8555

神
奈

川
県

中
郡

大
磯

町
東

小
磯

183番
地

☎
0463-61-4100

FAX0463-61-1991
http://w

w
w

.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp/ 町の人口と世帯
１月１日現在

人口 31,249（−14） 男 15,269（−6） 女 15,980（−8）
世帯 12,668（＋1）　（　）は前月比

①スタンドパイプ放水訓練風景
� （12/21　国府新宿　高田さん撮影）
②賑わいの創出と一年の安泰を願い　寒中神輿
� （1/1　北浜海岸　木原さん撮影）
③だるま市
� （12/22　六所神社　伊福さん撮影）
④出初式
� （1/12　運動公園　上田さん撮影）
⑤大磯の左義長
� （1/12　北浜海岸　杉崎さん撮影） ①

⑤

③

②

④

問スポーツ健康課 ☎内線319

わが家のアイドル

問政策課 ☎内線206
koho@town.oiso.kanagawa.jp

高
たか

橋
はし

真
ま

音
お
くん（１歳）

我が家の末っ子長男。
毎日、二人のお姉ちゃんにかわいがってもらって、
どんどんやんちゃに成長中です。

みんなでつくろう！

作 り 方
① �切り干し大根と乾燥ひじきはそれぞれ水で戻す。
② �Ａの合わせ調味料を２つの鍋に半分ずつ入れ、水気を切っ
た①の切り干し大根とひじきをそれぞれ入れて、汁気がな
くなるまで煮含める。

③ �キャベツは太めの千切り、人参は千切りにして、それぞれ
茹でて水気を切る。

④ �ボウルに②、③、ツナ、Ｂを入れ、全体がなじむように和
える。

材 料（４人分）
切り干し大根� ２０ｇ
乾燥ひじき� ５ｇ
　　かつおだし� １／4カップ
Ａ　砂糖� 小さじ１／２
　　しょうゆ� 小さじ１
キャベツ� ７５ｇ
人参� ５０ｇ
ツナ� ２５ｇ
　　マヨネーズ� 大さじ２と１／２
Ｂ　塩� 少々
　　こしょう� 少々

切り干し大根のサラダ
このレシピはマヨネーズで和えていますが、和風、中華
風のドレッシングもよく合います。

国府保育園で人気の
レシピをご紹介♪

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！

【対象】１〜３歳児
①お子さんのお名前　②生年月日　③住所　④電話番号
⑤保護者の方のお名前　⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入の上、写真の画像をお送りください。
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見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




